
中学校数学科において
生徒の問題解決能力を高める工夫

－ 生徒が試行錯誤を重ね、学びを自覚できる単元構想 －

長期研修員 小池 俊介研究構想図

❶「ミッション」の個別追究

❷個別追究で生まれた問いや解決の見通しの共有

❸問いを解決し、
考えを深めるための追究

❹思考過程の振り返り

学習を繰り返すことで、
問題の解法を自力で
見いだせるようになる

めあての設定

「トライアルタイム」を２時間計画で実施する
場合、１時間目に共有した振り返りを基に再度
試行錯誤を重ねることで考えを練り上げていく

❶演習問題に個別で挑戦

❷学習内容を復習し、
理解を深めるための追究

❸習熟度の自己分析

ＩＣＴ

活性化



授業実践 Ｂ 図形 第３学年「相似と比」

❶個別追究 ❷解決の見通しの共有 ❸問いを解決し、考え
を深めるための追究

❹思考過程の振り返り

第５時では、前時に各々が見いだした
相似な三角形のかき方を共有し、それ
を基に再度試行錯誤を重ねて追究する

❶個別追究 ❷個別追究で生まれた
問いの共有

❹思考過程の振り返り

全体で練り上げ、
更に理解を深める

❶演習問題に個別で挑戦

❷学習内容を復習し、理解を
深めるための追究

❸習熟度の自己分析

【めあて】相似な三角形
をかくための条件は？

【めあて】相似な図形の学習は、
どのように活用できるだろう？

❸考えを深めるための追究

自在に活用
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